
 

会議記録(1) 

会議名称 北本市次世代育成支援対策地域協議会（第2回） 

開会及び閉会日

時 
平成24年11月22日（木） 午前10時～午前11時10分 

開催場所 北本市文化センター 第２研修室 

議長氏名 有田めぐみ 

出席委員(者)氏名 有田めぐみ、紅谷肇、小林希、田口景子、柏瀬茂夫 

委任委員 (者 )氏名 佐藤豊明、松村博行、日向野由里、松井和子 

欠席委員(者)氏名 田澤あけみ、清水昌信、新井利民、木村嶺子、蜂谷学 

説明者の職氏名 

部長 谷澤 暢 

課長 小林公一 

主幹 小暮秀行 

主査 南  豊 

事務局職員職氏

名 

部長 谷澤 暢 

課長 小林公一 

主幹 小暮秀行 

主査 南  豊 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

(1) 次世代育成支援行動計画事業進捗状況報告書（案）について 

(2) 本年度の子育て支援に関する主要施策について 

(3) その他 

４ 閉会 

配布資料 北本市次世代育成支援行動計画 平成 23 年度事業進捗状況

報告書（資料№１） 

子ども・子育て関連法本格施行までの想定イメージ（資料№2） 

北本市東保育所平成 24 年度特別保育事業実施状況（資料№3） 

こども医療費等の支払方法変更チラシ（資料№4） 

 



 

  

会議記録(2) 

発言者 発言内容・決定事項 
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委員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

保健福祉部長 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

１ 開会 

 

 本協議会の開会に先立ち、本日５名の委員に出席をいただくと

ともに、議決に係る委任状を４名の委員からお預かりしているた

め合計９名となり、協議会設置要綱で定める定足数である過半数

を満たしており、本日の会議が成立することを報告します。 

 あわせて、本日、NPO 法人北本学童保育の会うさぎっ子クラブ

選出の新井委員が欠席されており、同法人から代理の方が傍聴を

希望されてこちらに来ております。ここで委員の皆様にお諮り致

しますが、この会議について代理の方に傍聴を認めてよろしいで

しょうか。 

 

 【出席委員、異議なし】 

 

ありがとうございます。では、会議の傍聴を認めることといた

します。 

 

２ あいさつ 

 

 それでは、会議を開会いたします。開会にあたり、事務局を代

表いたしまして保健福祉部長の谷澤よりごあいさつ申し上げま

す。 

 

【保健福祉部長あいさつ】 

 

続きまして、協議会を代表して、有田副会長からごあいさつを

お願いします。 

 

【副会長あいさつ】 

 

３ 議題 

 

議事に入りたいと存じます。本日は協議会の田澤会長が欠席さ

れているため、協議会設置要綱に基づき、これ以降の議事の進行

につきましては、有田副会長を議長としてお願いしたいと存じま



 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

す。 

 

 では、次第に沿って議事を進めていきます。 

議題の（１）「北本市次世代育成支援行動計画事業進捗状況報告

書（案）について」、事務局の説明を求めます。 

 

 【北本市次世代育成支援行動計画事業進捗状況報告書（案）に

ついて説明】 

 

説明が終わりましたので、質問、意見のある方の発言を求めま

す。 

 

 前回の協議会の時、インターネットモニター以外でもアンケー

ト調査をするという意見があったかと思いますが、結果はどう

なったのでしょうか。 

 

前回の協議会で、これまで行っていた「地域子育て支援拠点 市

民アンケート調査」と「北本市インターネットモニター」のどち

らかを実施したいと提案したところ、出席委員から、「両方とも

やった方がいいのではないか」という意見をいただいたため、両

方実施いたしました。 

実際に、「北本市インターネットモニター」によりアンケート集

計を実施した感想といたしましては、回答率がそれほど高くな

かったことや、回答者が 60歳以上の男性が多かったこともあり、

結果として「子育て支援」に関するアンケートとしては対象者が

あまりマッチングしていなかったようにも思います。また、アン

ケートの設問についても、もう尐し工夫すべきであったと反省し

ております。 

 

インターネットモニターについては、回答者が「60歳以上の男

性」が多く、この年代の男性が、どの程度子育てにかかわってい

たのかという疑問もあります。そういう意味では、「地域子育て支

援拠点 市民アンケート」の方は、実際に子育てにかかわってい

る人の率直な意見であったと思います。 

 

次回、来年度に報告書を作成する際には、今回の結果を踏まえ

て、調査方法を検討したいと思います。 

 

 

 



議長 
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委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他に何か意見や質問はありますか。 

なければ、議題（２）「本年度の子育て支援に関する主要施策に

ついて」、事務局から説明をお願いします。 

 

【以下の事項について説明】 

・子ども・子育て関連法について 

・北本市東保育所特別保育事業実施状況について 

・こども医療費等の現物給付について 

 

ただいま、資料２～４についての説明がありましたが、質問、

意見のある方の発言を求めます。 

 

資料３についてですが、新しくなった東保育所の在籍児童数は

どれくらいですか。また、「一時預かり事業」というのは、東保育

所に在籍している児童だけが対象なのですか。それとも、それ以

外の児童も対象になるのでしょうか。 

 

東保育所については、旧東保育所から定員が 30 人増え、120 人

定員となっています。在籍児童数は、11 月 1 日現在、100 人です。 

一時預かり事業については、市内に在住の満１歳～就学前まで

のお子さんを対象にしています。東保育所に在籍しているお子さ

んだけということではありません。 

 

資料１の 7 ページ「特定事業の進捗状況」についてですが、通

常保育事業の「平成 23 年度末実績 720 人」というのは、市内の

保育所・園に在籍している児童という理解でよいのでしょうか。

達成状況の「82.2％」というのは目標値に対する達成状況という

ことで良いのでしょうか。また、保育所・園に待機児童がいるの

か教えてください。 

 

本計画を策定するにあたり、事前に、平成 26 年度の利用見込数

というのを推計しています。通常保育事業については、平成 26

年度で 876 人の定員が必要であろうという見込みの下に、この表

が作成されています。それに対して、平成 23 年度末時点での市内

の保育所・園に入所されている児童数の実績が 720 人ということ

になります。 

待機児童数については、県南地域を中心に引き続き課題になっ

ているところですが、本市においては、本年 4 月 1 日時点で待機

児童数はゼロです。 
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この報告書は、平成 23 年度の事業進捗状況ですが、平成 23 年

度末時点でまだ実施できていなかった「病後児保育」について本

年実施するとともに、市民アンケートでも要望のあった「こども

医療費現物給付」については来年 1 月から実施することとなりま

した。「児童館」は、以前から保護者の方から沢山要望のあったこ

とですが、市役所の庁舎建設と併せて、市役所の北側部分に「（仮

称）こどもプラザ」として整備いたします。市民の皆様から要望

をいただいている事項について、尐しずつですが、実施に向けて

取り組んでいるところです。 

次世代計画の最終年度である平成 26 年度に向けて、引き続き積

極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 

私も、十数年前に北本市に引っ越してきたのですが、前の市町

村では、子どもの医療費について窓口で支払わなくて済んだのに、

北本市では支払うのかと思ったことがあります。ここにきて、こ

ども医療費の現物給付が導入されて、医療費の窓口払いがなく

なって良かったなと思っています。 

 

 他に、質問等はありますか。 

 

資料３の「一時預かり事業」「病後児保育事業」について質問が

あります。これらの事業は、登録制になっていると説明がありま

したが、市民にはどのように周知しているのでしょうか。市民の

中には、このような事業があるのを知らない人も多いのではない

かと思います。 

 

二つの事業については、新規事業ということで「広報きたもと」

に掲載するとともに、市の HP でも周知しているところです。 

本市といたしましても、事業の利用についての登録者数が尐な

いというのは認識しております。保育所に在籍するお子さんを通

して登録を呼びかけるとともに、登録の受付についても 8 月～9

月にかけて土曜日に実施したところです。 

委員から指摘のあった周知方法については、今後も、引き続き

検討してまいりたいと思います。 

 

議題について、他に質問はありますか。 

 無いようでしたら、本日の議題については、以上で終わりまし

たので、議事の進行を事務局に戻します。 

 

 



専務局

4 閉会

有田副会長ありがと う ございました。 また委員の皆様もあり が
と う ございました。

以上をもちまして、 平成24年度次世代育成文接対策地域協議
会の第2回会議を閉会いたします。

議事のてん末 ・ 概要を記載し、 その相違なきを証するためここに者名する。

与九坪 年 立円 @ 日 副会長 屋 心 めにみ


